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運動会の半日開催に向けて 

今年度運動会の半日開催につきましては、昨年度より保護者・地域の皆様

に学校の方針をお伝えしご理解いただいてきたところです。４日職員会の協

議を経て、変更（案）の詳細についてお伝えいたします。 

１ お弁当無しとします。運動会終了後、帰宅し昼食をとっていただきます

ようお願いいたします。 

２ 休憩時間に、学校から児童に軽食を提供します。 

３ 低学年児童下校を１２時１０分、高学年児童・職員及び保護者の皆様の 

お力添えをいただいて、運動会の片付けを行います。その後、高学年児童

下校を１２時４０分と考えています（若干の変更も見込まれます）。 

４ 入場行進開始時刻を８時２０分とします。昨年度より約２０分早めさせ

ていただきます。係児童（高学年）の登校がやや早く（７時４０分）なり

ますが、ご理解ご協力をお願いいたします。 

５ 来賓・PTA・職員種目「満水リレー」をなくさせていただきます。 

午前中開催とすることによる、子どもさんの負担減、健康状況への配慮に

重きを置いての変更（案）です。更に、子どもさんの活躍場面を今までどお

り大切にできることを優先したいと考えています。 

村をあげて大切にしていただいてきた小学校運動会です。保護者の皆様、

地域の皆様の想いを受けとめながら、しかし、現状にあわせて（気候の変動

や児童の健康状況等）よりよい方向を探りたいと願っての変更（案）となり

ます。さらに改善の余地もあるかと思われます。保護者の皆様のお考えをお

聞きしながら進めたいと考えています。この件につきましてのご意見・ご質

問等ありましたらご遠慮なく、校長宛いただけますようお願いいたします。 

音楽会 あたたかい拍手をありがとうございました 

麻績小学校の「一体感」を強く感じることのできた音楽会でした。保護者

の皆様、地域の皆様からも、そのことについてお誉めのお言葉をたくさんい

ただきました。聴いていてくださった皆様にも伝わっていたのだな、と一層

大きな喜びとなりました。「ふるさとの四季」の全校児童と職員と、そしてお
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聴きくださる皆様がひとつになっての唱歌メドレーは今回の音楽会の象徴で

あったと思います。そして、各学年それぞれの演奏においても演奏する側と

聴く側の「一体感」は音楽会の最初から最後まで変わることなく流れていた

と思います。子どもたちが帰ったあと、職員の振り返りの場で、音楽専科の

中島先生が、「いま、この瞬間にこの場にいることができることを心から幸せ

に思える音楽会でした」と話してくださり、職員一同また、そのことに共感

を覚えました。 

子どもたちのここまでの歩みを、そして当日の演奏も含めてまるごと受けと

めてくださり、ともに「音を大切に」、何よりも子どもたちを大切に、励まし

認めてくださった全ての皆様方に心から御礼申し上げます。ありがとうござ

いました。 

レキシー先生 ありがとうございました 

昨年度２学期から、外国語活動の時間

にお世話になってきた ALT のレキシー

先生（アレキシス・ジェンキンス先生 

筑北中在籍）が１学期末をもってご退職

されます。約１年間、学習のなかでネイ

ティブ（英語の原語話者が話すような英語）な英

語発音を活かして、子どもたちにかかわ

ってくださいました。また、楽しい学習にするために、教材教具を手作りで

準備して、学級担任とも丁寧な打ち合わせをしてくださいました。本校では、

１０日（火）が最終の授業となります。感謝の気持ちをいっぱいお伝えして、

お別れをしたいと思います。 

心をひとつに… 心はひとつに 

「楽しい授業のために」 ありがとうございました 


